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平成 20 年 10 月 31 日 

各  位 

会 社 名  日本精密株式会社 

（JASDAQ・コード：7771） 

代表者名  代表取締役社長 岡林 博 

問合せ先  経理部長 田崎 政己 

（TEL（048）225-5311） 

 

特別損失の発生のお知らせと平成 21 年 3 月期第 2四半期累計期間（連結・個別）

及び通期（連結・個別）の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 この度、当社において下記のとおり特別損失が発生いたしますので、その概要をお知ら

せするとともに、平成 21 年度 3月期第 2四半期累計期間（平成 20 年 4 月 1日～平成 20 年

9 月 30 日）及び通期（平成 20 年 4 月 1日～平成 21 年 3 月 31 日）の業績予想について、平

成 20 年 5 月 23 日付当社「平成 20 年 3 月期 決算短信」にて公表いたしました業績予想を

下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 
１．特別損失の発生及びその内容 

（１）貸倒引当金繰入 

   子会社村井の業績（平成 21 年 3 月期第 2 四半期累計期間 当期純損失 51 百万円の

発生と 162 百万円の債務超過）から判断し、同社債権に対して貸倒引当金の繰入を

行うことと致しました。（個別 162 百万円） 

（２）投資損失引当金繰入 

   子会社村井の業績（平成 21 年 3 月期第 2 四半期累計期間 当期純損失 51 百万円の

発生と 162 百万円の債務超過）から判断し、子会社株式に対し投資損失引当金繰入

を行うことと致しました。（個別 100 百万円） 

（３）減損損失 

   当社グループにおいて、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき子会社村井に対

するのれんの減損処理を行い減損損失を計上することと致しました。（連結 83 百万

円） 

 

２．平成 21 年 3 月期連結業績予想の修正等 

（１）第 2四半期累計期間（平成 20 年 4 月 1日～平成 20 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回予想（Ａ）  ２，５１４    ４３  ２１     １７

今回修正（Ｂ）  ２，６２６    ５６   ６８     △６

増減額（Ｂ－Ａ）     １１２   １２   ４７    △２４

増減率（％）    ４．５      ２９．１ ２２４．８      －

（ご参考） 
前期第 2四半期実績  １，５３５     △１０６  △１０８  △２１２
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（修正理由） 
   売上高は、時計バンド事業では、欧州大手高級時計メーカーへの 9 百万円の減少と

国内大手時計メーカーへの経営資源の積極投入成果により香港支店及び子会社ベトナ

ムでの大幅受注増加につながり 184 百万円の増加、メガネフレーム事業では本社既存

メガネ部門での 59 百万円の減少、応用品事業では静電気除電器関係で 3百万円の減少

があり、これらにより前回予想を 112 百万円上回る見込みです。 

営業利益は、売上高増加等により、前回予想を 12 百万円上回る見込みです。 

経常利益は、営業利益の増加 12 百万円と、為替差益等による営業外収益の増加 22

百万円と支払利息の減少等による営業外費用の減少 11 百万円があり、これらにより前

回予想を 47 百万円上回る見込みです。 

当期純利益は、経常利益の増加 47 百万円と、退職給付引当金戻入による前期損益修

正益 11 百万円等特別利益 15 百万円と、上記 1に記載した減損損失 83 百万円等特別損

失 86 百万円があり、これらにより前回予想を 24 百万円下回り 6 百万円の当期純損失

となる見込みです。 

 

（２）通期（平成 20 年 4 月 1日～平成 21 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回予想（Ａ）  ５，３４６   ２３２ １８７    １８１

今回修正（Ｂ）  ５，３４６   ２３２  １８７    １０９

増減額（Ｂ－Ａ）        ０    ０    ０    △７２

増減率（％）    ０．０        ０．０   ０．０  △３９．５

（ご参考） 
前期実績  ３，９８０     △１７６  △１９０  △７３５

 

（修正理由） 
当期純利益は、第 2 四半期累計期間に発生した特別利益 15 百万円と特別損失 86 百

万円により前回予想を 72 百万円下回る見込みです。 

 

３．平成 21 年 3 月期個別業績予想の修正等 

（１）第 2四半期累計期間（平成 20 年 4 月 1日～平成 20 年 9 月 30 日） 

 （単位：百万円） 
 売上高 営業利益  経常利益 当期純利益 
前回予想（Ａ）  １，６４４  △１８     ９     ２７

今回修正（Ｂ）  １，７１８  １１    ６２   △１４１

増減額（Ｂ－Ａ）     ７３  ３０    ５３   △１６９

増減率（％）      ４．５      －   ５４５．１      －

（ご参考） 
前期第 2四半期実績  １，３１０     △９８  △６５  △２１１
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（修正理由） 
売上高は、時計バンド事業では、欧州大手高級時計メーカーへの 2 百万円の増加と

国内大手時計メーカーへの経営資源の積極投入成果により香港支店での受注増加につ

ながり 135 百万円の増加、メガネフレーム事業では、55 百万円減少、応用品事業では、

静電気除去器関係の減少により 9百万円減少し、これらにより、前回予想を 73 百万円

上回る見込みです。 

営業利益は、原材料費等の値上がりによる仕入原価率の上昇もありますが、売上の

増加と販売費及び一般管理費の減少 40 百万円等により、前回予想を 30 百万円上回る

見込みです。 

経常利益は、営業利益 30 百万円の増加と、為替差益 6百万円及び金利スワップ評価

益 6百万円等営業外収益の増加 15 百万円と、支払利息等営業外費用の減少 7百万円が

あり、前回予想を 53 百万円上回る見込みです。 

当期純利益は、経常利益 53 百万円の増加と、特別利益としてベトナム子会社の業績

向上により同子会社に対する貸倒引当金の繰戻し益 43 百万円の増加、特別損失として

上記１に記載した特別損失（貸倒引当金繰入 162 千円、投資損失引当金繰入 100 百万

円）等 265 百万円の計上により、前回予想を 169 百万円下回り 141 百万円の当期純損

失となる見込みです。 

 

（２）通期（平成 20 年 4 月 1日～平成 21 年 3 月 31 日） 

 （単位：百万円） 
 売上高 営業利益  経常利益 当期純利益 
前回予想（Ａ）  ３，４０７ △２１    ３７    １４１
今回修正（Ｂ）  ３，４０７  △２１    ３７    △８１
増減額（Ｂ－Ａ）      ０   ０     ０   △２２２
増減率（％） ０．０ －     ０．０      －

（ご参考） 
前期実績 ２，８９３ △１５４  △９０  △６１７

 
（修正理由） 

当期純利益は、第2四半期累計期間に増加した特別利益43百万円および特別損失265

百万円により 222 百万円下回り 81 百万円の当期純損失となる見込みです。 

 

 

（注）上記予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 

 

 


